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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　蒲池　壽
上記研修会出席ご希望の方は、8月24日（火）までに当医師会事務局へお申し込みください。TEL72－5534



 
 
 

 
   高齢社会の進展や住民の医療ニーズの多様化に伴い、多くの人は住み慣れた在

宅で療養を希望していますが、同時に急変時の不安や家族の負担を考えるとそれ

が実現できないと考えている人も多いという調査結果が報告されています。 

福岡県では「誰もが望む場所で療養できる在宅医療体制の整備」を目指し、在

宅医療推進事業を実施し、平成２２年度からは、全県保健福祉（環境）事務所に

“地域在宅医療支援センター”を設置し、地域ケアシステムづくりに取り組んで

います。在宅医療をすすめるうえでは、在宅療養支援診療所や訪問看護ステーシ

ョンの機能強化や関係機関の連携が重要です。 

   今回は、フィールドでの実証研究を通して、超高齢社会の医療とシステムのあ

るべき姿を追及する講師を招き、これからの在宅医療の戦略について考える機会

とします。 

 

 １．内 容 

月 日 平成２２年９月２日（木曜日）１９：００～２０：３０  

場 所 福岡県医師会館 大ホール（5階） 

対象者 医師（病院・在宅医療用支援診療所等） 

内 容 「“在宅医療”の課題と展望 ～補完しあう医療～」   

講 師 東京大学高齢社会総合研究機構  教授 辻 哲夫 氏  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．主  催 福岡県 

共  催 福岡県医師会 

 《講師のご紹介》 

  東京大学法学部をご卒業後、厚生省に入省。老人福祉課長、大臣官房 

審議官（医療保険、健康政策担当）、保険局長、厚生労働事務次官等 

を経て、２００９年より、現任。 

 

著書：『日本の医療制度改革がめざすもの』（時事通信社） 

平成 2２年度 福岡県在宅医療推進研修会 




